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○ ○ ○

第4次基本計画
前 期 中 期 後 期

○
目
的

「
人
間
の
あ
す
4

4

へ
の
ま
ち
」

基
本
構
想
に
示
さ
れ
た
目
標

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す
。

○
目
標
年
次

お
お
む
ね
平
成
34（
２
０
２

２
）年
度
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
計
画
期
間
を
4
年

毎
の
3
期
に
分
け
、
見
直
し
を

図
り
ま
す
。（
表
1
参
照
）

○
計
画
人
口

お
お
む
ね
17
万
5
千
人
と
し

ま
す
。

た
だ
し
、
当
面
の
人
口
増
加

に
対
応
し
た
都
市
施
設
な
ど
の

整
備
を
進
め
る
た
め
、
想
定
人

口
を
お
お
む
ね
18
万
人
と
し
ま

す
。

○
財
政
フ
レ
ー
ム

計
画
前
期（
平
成
23
年
度
〜

平
成
26
年
度
）に
つ
い
て
は
、
計

画
に
掲
げ
た
各
事
業
を
前
提
と

し
た「
財
政
フ
レ
ー
ム
」と
し
て
、

年
度
ご
と
の
歳
出
と
歳
入
を
推

計
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
期

お
よ
び
後
期（
平
成
27
年
度
〜

平
成
34
年
度
）に
つ
い
て
は
、
計

画
期
間
内
の
建
設
事
業
な
ど
を

基
礎
と
し
た
事
業
費
の
総
枠
を

推
計
し
、
経
済
状
況
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
し
つ
つ
、
財
政
状

況
を
踏
ま
え
適
宜
見
直
し
を
行

う「
財
政
の
見
通
し
」と
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
計
画
期
間
全
体
を
通

し
て
、
国
の
経
済
成
長
率
の
見

込
み
な
ど
を
反
映
す
る
と
と
も

に
、
新
川
防
災
公
園
・
多
機
能

複
合
施
設（
仮
称
）な
ど
の
整
備

事
業
に
係
る
市
債
の
償
還
費
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。（
表
２
参
照
）

市
民
参
加
で
策
定
し
た
計
画
に
よ
り

「
持
続
可
能
な
三
鷹
市
」を

三
鷹
市
で
は
、
こ
の
た
び
２
０
２
２
年
度
を
目

標
年
次
と
す
る「
第
４
次
三
鷹
市
基
本
計
画
」を
策

定
し
ま
し
た
。
第
４
次
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た

っ
て
は
、
長
期
総
合
計
画
で
あ
る
基
本
計
画
と
、

福
祉
や
環
境
な
ど
に
関
す
る
個
別
計
画
と
の
機
能

的
な
役
割
分
担
と
連
携
を
図
る
た
め
、
23
の
個
別

計
画
の
策
定
・
改
定
を
同
時
並
行
的
に
進
め
ま
し

た
。
市
民
の
皆
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
そ
れ
ぞ
れ

の
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
多
層
的
・
多
元
的

な
市
民
参
加
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
平
成
22
年
度

は「
市
民
・
団
体
意
向
調
査
」お
よ
び
住
区
ご
と
の

「
ま
ち
歩
き
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
実
施
し
、
平
成

23
年
度
に
は
基
本
計
画（
骨
格
案
）に
関
す
る
広
報

特
集
号
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
折
り
込
み
３
、０
０
０
通

以
上
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、骨
格
案
、

素
案
の
各
段
階
で
住
区
ご
と
の「
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」の
開
催
や「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
無
作
為
抽
出
の
市
民
の
皆
様
に
よ

る「
み
た
か
ま
ち
づ
く
り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」を
開

催
し
ま
し
た
。
個
別
計
画
に
つ
い
て
は
、
関
係
す

る
市
民
会
議
・
審
議
会
で
積
極
的
な
検
討
を
い
た

だ
き
、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」も
実
施
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
市
民
参
加
と
協
働
の
過
程
で
、
私
は

三
鷹
市
の「
市
民
力
」の
高
さ
を
再
認
識
し
、
大
変

心
強
く
思
い
な
が
ら
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
最

大
限
計
画
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

第
４
次
基
本
計
画
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
経

験
を
踏
ま
え
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
に
対
応
す

る「
危
機
管
理
」を
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ

け
ま
し
た
。
ま
た
、
成
熟
し
た
都
市
の
質
的
向
上

を
め
ざ
す「
都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
、
と
も

に
支
え
合
う
地
域
社
会
を
生
み
出
す「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
最
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
平
成
24（
２
０
１
２
）年
度
を「
計
画
実
行

元
年
」と
し
て
、
第
４
次
基
本
計
画
や
個
別
計
画

に
示
さ
れ
て
い
る
目
標
を
市
民
の
皆
様
と
共
有
し
、

さ
ら
な
る「
行
財
政
改
革
」と「
民
学
産
公
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
、
希
望
あ
ふ
れ
る
三
鷹
の

「
今
」と「
未
来
」の
創
造
に
よ
っ
て「
持
続
可
能
な
三

鷹
市
」を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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井の頭恩賜公園

今号の目次

三鷹市長

第
４
次
三
鷹
市
基
本
計
画

（
平
成
23
年
度
〜
平
成
34
年
度
）

市
で
は
、
新
た
な
総
合
計
画
で
あ
る「
第
４
次
三
鷹
市
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
三
鷹
市
基
本
構
想（
平
成
13
年
９
月
市
議
会
議
決
）の
中
で
示
さ
れ
て
い
る
基
本
目
標

「
人
間
の
あ
す

4

4

へ
の
ま
ち
」を
実
現
す
る
た
め
、「
高
環
境
・
高
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」を
め
ざ
し
、
平

成
23
年
度
か
ら
平
成
34
年
度
ま
で
の
12
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
も
の
で
す
。
今
号
で
は
、
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
は
、
第
４
次
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
多
く
の
み
な
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
参
考
に
、
平
成
23
年
９
月
に
は「
骨
格
案
」を
、
同
年
12
月
に
は「
素
案
」を
ま
と
め
、
平
成
24
年

１
月
に
実
施
し
た「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」や「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」な
ど
を
経
て
、
第
４
次
基
本

計
画
お
よ
び
個
別
計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。
個
別
計
画
に
つ
い
て
は
、
10
〜
14
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※「
第
４
次
三
鷹
市
基
本
計
画
」の
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
市
政
情
報
」↓「
施
策
・
計
画
」↓「
基
本

構
想
・
基
本
計
画
」か
ら
閲
覧
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
相
談
・
情
報
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
２

階
）、
市
政
窓
口
、
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
な
お
、
基
本
計
画
の
冊
子
は
、

８
月
に
電
子
書
籍
と
し
て
発
行
す
る
予
定
で
す
。

企
画
経
営
課
☎
内
線
２
１
１
２
・
２
１
１
３

〜
希
望
あ
ふ
れ
る
三
鷹
の「
今
」と「
未
来
」を
創
る

「
持
続
可
能
な
都
市
」を
め
ざ
し
て
〜

財政フレーム 財政の見通し
前期（平成23～26年度） 中期

（平成27～
30年度）

後期
（平成31～
34年度）

平成23年
度

平成24年
度

平成25年
度

平成26年
度 前期計

歳

入

市税 337億円 337億円 340億円 345億円 1,359億円 1,420億円 1,475億円
国・都支出金 172億円 169億円 158億円 160億円 659億円 652億円 682億円
市債 41億円 74億円 44億円 44億円 203億円 162億円 80億円
その他の収入 110億円 103億円 98億円 90億円 401億円 348億円 281億円
合 計 660億円 683億円 640億円 639億円 2,622億円 2,582億円 2,518億円

歳

出

義務的経費 328億円 323億円 330億円 329億円 1,310億円 1,308億円 1,295億円
人件費 113億円 108億円 111億円 109億円 441億円 421億円 399億円
扶助費 169億円 171億円 174億円 176億円 690億円 718億円 738億円
公債費 46億円 44億円 45億円 44億円 179億円 169億円 158億円

投資的経費 72億円 114億円 79億円 85億円 350億円 362億円 275億円
その他の経費 260億円 246億円 231億円 225億円 962億円 912億円 948億円
合 計 660億円 683億円 640億円 639億円 2,622億円 2,582億円 2,518億円

○は市長選挙

三鷹市長メールマガジン 市長のメッセージ、活動記録、部課長コラム、新着情報などをお届けします。登録は、市ホームページまたは携帯サイトからどうぞ。

広報
号外 平成24年   2012.4.29

計画の基礎

第４次基本計画の特徴
・市長の任期と連動を図り、4年ごとの改選における市長のマニフェスト
を反映させる仕組みとしました。
・自治基本条例（平成18年4月施行）に基づき個別計画についても、法令な
どの定めがあるものを除き基本構想および基本計画と整合、連動するよ
う、同時並行的に策定・改定を進めました。
・第４次基本計画の策定にあたり、「多元的・多層的」な市民参加方式を採
用しました。（コミュニティ住区における市民参加、市民会議・審議会な
どにおける市民参加、まちづくりディスカッションによる市民参加、パ
ブリックコメントやアンケート調査による市民参加）


